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（４）肝
①生理機能
a.疏泄を主る
気の疏通、昇散、発散。

・気機の調節：気機とは気の「昇降出入」運動。
臓腑・器官の活動は気の運動（実際は血管運動神経など自律神経が関与）
により行われている。肝の特徴は昇、動で気のめぐりの疏通を助けている。
これにより気の運動の調節やバランスを保つ。

・脾胃の消化機能を助ける：肝の疏泄機能で、
脾の運化機能である昇清（脾が吸収した精微を上行血管で肺まで運ぶ時の
血管平滑筋や、肝の支配する血管運動神経が関与）の昇に深く関与。
又胃の降とのバランスも助ける（胃の蠕動亢進などが起きないように肝が関与）
つまり肝は脾胃の昇降に密接に関与。胆汁の分泌・排泄も疏泄の1部である。

・情志の調節：大脳辺縁機や新皮質の一部の機能も肝の疏泄に含まれる。
正常な気血の運行時には情志も正常であるが、情志が異常になると気のめぐりや、
生理活動に支障を来たす（ストレスで胃潰瘍になる）。

►これら以外にも女性の月経・排卵・男性精液排泄も肝の疏泄機能と密接に関連
（肝の経絡が生殖器を通る）

寺子屋中医メモ



b.蔵血を主る

肝は血を貯蔵し必要に応じて供給・消費すること。
そのさい、血を必要としているところに血液量を調節しながら送る
（血管運動神経が調節）。出血にも関与。

②肝の五行との対応
a.肝の志は怒
怒り（激しい感情変化）に因って気血が上に逆流する。
b.肝の液は涙・竅は目に開く
肝の経絡が目につらなっているため目に開竅する。
肝の疏泄と蔵血機能は視力に影響。肝血は目に栄養を与え、
涙を適度に分泌させ目の乾燥を防ぐ。
目から出る涙は肝の液とされる。目は肝機能の正否を反映。
c.筋（すじ）に合し華は爪にある
筋は筋膜・腱に相当しこれらの伸縮を制御して関節運動を調節する
（運動神経系の機能）。
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（１） 胆
肝に張り付くように存在、経絡で結ばれ表裏の関係という。
胆汁を分泌し貯蔵と排泄に関わる。
胆汁は消化（特に脂質）に直接関わる為六腑に分類されるが、
食物の伝送機能はなく、胃、大小腸とは異なる。
そのため奇恒の府にも分類される。

又肝と密接な関連があるため、肝の疏泄によって胆汁の排泄が左右される
（肝炎が起きると胆汁排泄障害がおきて黄疸になる）。

胆は決断を主る。
機能低下すると決断がつけられない・心配性で寝られない

（恐らく胆相当の1部の脳の作用）。
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（４）肝の陰陽と気血の失調

肝気、肝陽はあまりやすく、肝陰、肝血は不足しやすい。

a.肝気、肝陽の失調  
・肝気欝結：精神的刺激や抑欝などが原因となり起こる気鬱。
肝経の通る場所にある器官に張痛が現れることがあり、
睾丸や子宮、脾胃などに影響を現れる。
・肝火上炎：肝欝化火、激怒、五志化火などから肝火が生じ、
上昇して赤面、頭痛、易怒、耳鳴りなどの症状が現れる。
時に喀血・吐血をすることもある。

b.肝陰、肝血の失調
・肝血虚：出血や長患い、脾胃の虚弱などが原因となって
気血機能が低下し、肝血不足が起こる。
めまい、視力低下、しびれなどが起こる。
・肝陽上亢：肝陰不足によって、肝陽が亢進し、
頭痛、赤面、易怒、耳鳴りなどの症状が見られる。
また、陰の不足による下肢の虚弱などの症状も同時に現れる。
・肝風内動：肝の陰血が消耗し肝陽上亢となり、
脳症状が現れる。手足の引きつけ、痙攣、卒倒等の症状が見られる。

寺子屋中医メモ

6. 臓腑の病機























例：更年期の咳 嗄声 ストレスからが多い （ひどいと）失語 失声













戸城追加スライド



戸城追加スライド















































餐英館療治雑話



蕉窓雑話第二編 第二十話



蕉窓雑話第二編 第二十七話



蕉窓雑話第三編 第四十一話



疏泄失調→肝気欝結→肝血瘀滞→肝鬱化火→肝陰・肝血消耗
→
肝陰虚→陰虚陽亢・肝陽上亢

肝気鬱結→ 胸脇苦満

→肝鬱化火→ 肝相侮肺 肝火犯肺

→肝擾動心、 （心肝火旺、心火亢盛）

→肝乗脾、肝胃不和

皮毛枯燥 肌肉消痩

→ 腎陰虛 陽亢

→  肝腎同源 肝腎陰虛火旺

戸城追加スライド

→（痰火擾心）



蕉窓雑話第二編 第三十八話







蕉窓雑話第二編 第十九話



蕉窓雑話第二編 第二十〜二十一話



蕉窓雑話 第一編 第十七話





蕉窓雑話 第一編 第十一話









今回の講義のまとめ

戸城追加スライド

肝は疏泄を主る （気機・胆汁・情緒に影響）
血を蔵す
筋（スジ）を主る （筋拘縮、しびれ、痙攣）

蕉窓雑話を読むと、和田東郭先生が病の治療にあたって肝欝を
重視し、四逆散や灸を多用していたことがわかる。
また、村田先生の談からも、肝欝は身体の硬さなどに現れることがわかる。

多くの病が肝欝からはじまり、次第にその他の肝の病証（火、血、陰）に、
また他の臓の病症や 多臓との同病に移行していく。
（これらの変遷を把握することが治療につながる）



名著出版（オンデマンド） たにぐち書店
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